
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年１２月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 13 岡  村  雅  夫 

２１日 

（月） 

2 6 田  中  せ つ 子 

3 9 桑  原  圭  美 

4 11 清  塚  武  敏 

5 15 寺  口  友  彦 

6 8 永  井  拓  三 

7 2 梅  沢  道  男 

8 18 黒  滝  松  男 

２２日 

（火） 

9 20 塩  谷  寿  雄 

10 5 中  沢  道  夫 

11 12 鈴  木     一 

12 16 中  沢  一  博 

13 14 佐  藤     剛 

２３日 

（水） 

14 3 目  黒  哲  也 

15 7 勝  又  貞  夫 

16 1 大  平     剛 

17 21 牧  野     晶 

18 4 吉  田  光  利 

計  １８名 



 

 

 

【質問方式】（質問制限時間は、いずれも答弁時間を含め 60 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
 

 １ 新型コロナウイルス対策について 

 

   新型コロナウイルス第３波が押し寄せ、感染ゼロのまちが一気

に 22 人感染のまちとなった。今年こそはと、降雪を待ち望んでい

たところに、新型コロナウイルスの襲来はダメージが大きすぎる。 

 （１）警察関連で始まったクラスター発生の経過と現状を伺う。 

   ①終息に向かっていると言うが、全て警察関連と考えているか。 

   ②一連のＰＣＲ検査数・検査体制を伺う。 

   ③市内の感染患者受け入れ病床体制を伺う。 

 （２）プレミアム付き飲食･宿泊券の販売数が 94,455 冊と確定した。

感染防止と経済活動の両立を唱えているが、方策を伺う。 

   ①使用期限が迫っているが、使用期限の延期を考えているか伺

う。 

   ②プレミアム付き飲食･宿泊券の経済効果を伺う。 

   ③飲食･宿泊・旅行の推奨には感染防止対策が先にあるべきと考

えるが所見を伺う。 

   ④12 月補正で市民病院にＰＣＲ検査機が予算化された。独自検

査の利用を広めていく考えはあるか伺う。 

 

 ２ プレミアム付き飲食･宿泊券事業の情報公開請求にあたって 

 

   私は 10 月 12 日に、プレミアム付き飲食･宿泊券事業について情

報公開請求をした。①実施計画書、②認定前執行届、③補助金交

付申請書、④補助金交付決定書、⑤遂行状況報告書、⑥実績報告

書、⑦毎月の事業実績報告書、⑧南魚沼市観光協会とＪＡみなみ

魚沼との委託契約書についてである。結果は、③④以外は非公開、

理由は不存在である。補助金交付申請書には、事業計画書と収支

予算書が１枚ずつ添付されていた。 

 （１）補助金交付決定書の日付は、全員協議会で示した６月 19 日で

なく６月 26 日になっている理由を伺う。 

 （２）遂行状況報告書、毎月の事業実績報告書は、トラブルがあり、

当然、報告書があるべきと考えるが所見を伺う。 

 （３）南魚沼市観光協会とＪＡみなみ魚沼との委託契約書を、市が

保有していなければ監督できないと考えるが所見を伺う。 

 （４）プレミアム付き飲食･宿泊券事業の、詳細な報告があるべきと

考えるが所見を伺う。 

 

議 席 

１３  

岡

村

雅

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 １ 公共施設における除草剤使用について 

 

   農林水産省は「住宅地等における農薬使用について」、環境省は

「公園・街路樹等病害虫・雑草管理マニュアル」、文部科学省は「学

校環境衛生管理マニュアル」がある。昨年５月に新潟県教育庁保

健体育課から「2019 年度農薬危害防止運動の実施について」が教

育委員会学校安全主管課長宛に通達され、その中でも環境省の通

達が参考資料として添付された。これらには周辺環境への配慮や、

住宅地周辺や学校等公共施設での農薬使用に際して周辺住民や施

設利用者への周知や配慮の徹底等の多くの遵守事項が記載されて

いる。 

   当市においては平成 31 年４月の市民の声に、銭淵公園の除草剤

散布について苦情が寄せられ、本年度は保育施設の除草剤散布に

ついて苦情が届いている。環境保全に努め、市民の健康を守る危

機管理意識について伺う。 

 （１）学校、保育所、病院、公園等の公共施設での除草剤散布状況

と、管理マニュアルに沿った安全対策の周知徹底は十分か。  

 （２）グリホサート系除草剤は人体だけでなく動植物や環境への影

響も懸念されているが、積極的に情報収集し市民の不安にどう

対応していくか。 

 （３）全国的には除草剤散布を原則使用禁止し、草刈り等を業者委

託する市もあるが、除草剤に代わる手立てを検討しているか。 

 

 ２ 小中学校のトイレ洋式化について 

 

   南魚沼市総合計画の実施計画と令和２年度予算を見ると、小中

学校のトイレ洋式化は計上されていない。都道府県別小中学校の

洋式トイレ率（2020 年９月１日現在）を見ると、新潟県は全国平

均 57.0％より高い 59.7％で全国 11 位となっている。 

   当市では校舎内で、おおまき小学校、五十沢小学校、上田小学

校、八海中学校、総合支援学校が 100％であり、体育館では、城

内小学校、五十沢小学校、総合支援学校が 100％と、基本的に学

校の統廃合に併せたトイレ改修の結果となっている。校舎で低い

のは北辰小学校、大和中学校、六日町中学校で、平均では 59.0％

と県平均並みではあるが、公平に児童生徒の健康を守り衛生環境

を整えるには、早急にトイレの洋式化が必要と考える。今後の計

画と進め方を伺う。 

 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

   コロナ禍において市民の暮らしをどう守るか 

 

   新型コロナウイルスの感染拡大は収まる気配がなく、わが市に

も深刻な影響が出ている。特に経済循環への影響は甚大で、この

まま年が越せるのか心配だとの相談が聞かれるようになった。市

は、このような時こそ市民と寄り添い、不安を取り除く政策を打

ち出すべきである。 

   コロナ禍において市民の暮らしをどう守るのか、政策を議論し

たい。 

 

 （１）感染症ワクチンは全市民が無償で接種できるのか。その時期、

方法は。 

 

 （２）今後、様々な業種・業態が変化することを見据え、事業再構

築に対する補助制度の創設が必要ではないか。 

 

 （３）国のＧｏＴｏキャンペーンの延長、ＧｏＴｏイートの追加発

行が行われる。市は市内経済に対する景気刺激策をどう考えて

いるか。 

 

 （４）経営危機に陥っている地元業者への金融支援策の充実をどう

図るか。 

 

 （５）防災・減災の観点から国土強靭化計画として老朽化対策予算

が盛り込まれている。老朽化した公営住宅の建替え、築 45 年以

上の公立小中学校の老朽化対策を実施する良い機会だと思う

が、検討しているか。 

 

議 席 

９  

 
 

 
 

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

   新ごみ処理施設の今後の進め方について 

 

   新ごみ処理施設は大きな課題の一つであり、６月議会でも多く

の議員から質問があった。まずは場所の選定を早期に決定する必

要があるが、本年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、新ご

み処理施設の建設テーマで行われる予定であった市長との市政懇

談会等も中止され、なかなか前に進んでいないとも感じる。 

   しかし、代わりに市報に４回にわたって掲載された新ごみ処理

施設の特集は、ごみ行政の現状や課題、そして先進地の余熱利用

施設なども紹介して、市民の皆さんに分かりやすく、理解と関心

を深めたと思う。新ごみ処理施設は迷惑施設との考え方も少しず

つ変わってきているのではないか。市の発展の拠点とするのであ

れば、日本で一番になるくらいの、環境教育・学習の推進もあわ

せた構想と計画が必要と思う。 

   その考え方と今後の進め方について伺う。  

 

 （１）新ごみ処理施設の場所の選定について、あくまでも行政主導

で進めるのか。 

 

 （２）環境学習・教育もあわせて考えていく必要があると考えるが、

いかがか。  

 

 （３）新ごみ処理施設を市民の健康寿命の延伸や、市の発展の拠点

とするとしているが、市長のビジョンと今後の進め方は。  

 

  

議 席 

１１  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

 １ 保健・医療・福祉について 

 

   株式会社アールビーズや大塚製薬株式会社との包括連携協定を

コロナ禍での健康づくりにどのように生かそうと考えているの

か。 

 

 ２ 教育・文化について 

 

   小学校中学校一貫教育を目指した大人数の学園という大胆な学

区再編を考えるべきではないのか。 

 

 ３ 環境共生について 

 

 （１）有害鳥獣対策としての緩衝帯である里山整備にどう取り組む

のか。 

 

 （２）六日町駅西の地盤沈下重点区域で農業用水を消雪に使うこと

について、関係者で検討する場を作るべきではないか。 

 

 ４ 産業振興について 

 

   ブランド米コシヒカリの消費につながる「雪恋」プレミアム旅

行券取扱店募集の中に「一部の宿泊施設は協力金をお願いします」

という文言がある。この文言を取り消すとともに、こういう発想

をした部署に猛省を促すべきではないか。 

 

 ５ 都市基盤について 

 

   現在の課題である畔地浄水場の適正規模の把握と積み上げ額の

算出、耐用年数を踏まえた一定期間内での全体額の試算はいつ示

されるのか。 

議 席 

１５  

 
 

 
 

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

 １ 南魚沼市の環境政策について 

 

   近年の熱帯のような夏や、驚くような少雪の冬を体験すること

で考えなければならない問題は環境だけでなく経済にまで及ぶ。

このようなことは瞬発的な政策で好転するとは考えにくく、長期

的に持続する政策を展開することで実現を目指すことが可能だと

期待している。そこで、南魚沼市の環境政策について以下を問う。 

 

 （１）市長選挙で訴えていた脱炭素社会を目指す道筋はどのような

ものか。 

 

 （２）南魚沼市の環境教育は今後どのような計画で進めていくか。 

 

 （３）環境共生について、イノシシなど有害鳥獣駆除を地域おこし

につなげることはできないか。 

 

 

 ２ 南魚沼市の修学旅行について 

 

   新型コロナウイルス感染症の影響による修学旅行の中止が相次

ぐ中で、修学旅行の目的地を県内や市周辺地域に変更することで、

どうにか催行することはできないものか。今後の方針について質

問する。 

議 席 

８  

 
 

 
 

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

 １ 地方自治法第１７９条第１項の規定に基づく専決処分に対する

認識について 

 

   ９月議会における第 25 号報告の質疑において、地方自治法に定

める専決処分の扱いについて厳しい指摘があった。 

   しかし、12 月議会においても給与条例の改正等の専決処分の報

告があったが、改めてこれらの専決処分に対する市長の認識につ

いて伺う。 

 

 

 ２ 新ごみ処理施設建設の進捗状況と統一処理に向けた取組につい

て 

 

 （１）新ごみ処理施設建設に向けた進捗状況と二市一町の確認事項

について 

 

    ２月に白紙撤回となった新ごみ処理施設の建設計画のその後

の進捗状況と、二市一町における確認事項の追加や変更等があ

れば伺う。 

 

 （２）ごみ減量化に向けた取組と二市一町における連携について 

     

    巨額な投資が必要となる新ごみ処理施設建設は、環境への負

荷の低減と処理施設の規模縮小に向けたごみの減量化が必須と

なるが、二市一町の取組状況と今後の計画について伺う。 

議 席 

２  

 
 

 
 

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

   市長選挙の総括と今後の市政運営について 

 

   11 月 15 日に投開票された市長選挙で現職の林市長が２万 2,534

票を獲得し、新人候補に１万５千票以上の大差で再選した。 

   告示後に南魚沼警察署で新型コロナウイルスの集団感染が確認

され、選挙戦４日目以降は街頭演説を取りやめ、市役所で感染防

止対策の陣頭指揮を執った。「市民に直接訴えることができず、苦

しい選挙だった」と振り返っている。 

   そこで以下の２点について伺う。 

 

 （１）今回の市長選挙の総括として、告示前の政治活動としての街

宣車、多数の立て看板設置等について伺う。 

 

 （２）新型コロナウイルス対策と「若者が帰ってこられる、住み続

けられるふるさと南魚沼」等の６点の重点施策がある。 

    今後の具体的な市政運営について伺う。 

 

議 席 

１８  

黒

滝

松

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

 １ 新型コロナウイルス感染症対策について 

 

 （１）インフルエンザ予防接種費用の補助について伺う。 

 

 （２）11 月に市内で新型コロナウイルス感染症の患者が発生し、飲

食業や宿泊業などが大きな影響を受けたが、今後の経済対策に

ついて伺う。 

 

 

 ２ うおぬま・米ねっとへの加入者拡充について伺う 

 

 

議 席 

２０  

 
 

 
 

塩

谷

寿

雄 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

   地域医療・福祉の充実について、市長の見解を伺う 

 

   今回の所信表明で「医療対策推進本部」の立ち上げを表明した。

地域医療や福祉の充実をどのように進める考えなのか伺う。 

 

 （１）「医療対策推進本部」の構成メンバーについて、市長の見解を

伺う。 

 

 （２）「医療・介護・在宅・健康づくり」が一体に整備された、地域

包括ケアシステムを構築する必要があるが、その点から以下の

３点を伺う。 

   ①現在の市立病院、診療所は公立公営のまま維持するべきと考

えるが、市長の見解を伺う。 

   ②公設民営にすることがあれば、医療機関の地域医療と市役所

の介護・保健・健康づくりが分断されることにつながると思

うが、市長の見解を伺う。 

   ③市立病院と診療所を市民の命・健康を守る拠点として政治

的・政策的に明確に位置づけて推進することが必要と考える

が、市長の見解を伺う。 

 

 （３）慢性期病床及び福祉施設の体制を早急に拡充する必要がある

と考えるが、市長の見解を伺う。 

 

 （４）市立病院の病床数削減や、医療体制縮小などの議論を行う必

要はないと考えるが、市長の見解を伺う。 

 

 （５）訪問看護ステーションの看護師確保を事業者任せにせず、市

として積極的に取り組む必要があると考えるが、市長の見解を

伺う。 

 

 （６）「医療対策推進本部」での議論は、地域医療構想調整会議や全

国知事会の意見も踏まえて行うことが必要と考えるが、市長の

見解を伺う。 

議 席 

５  

中

沢

道

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

 １ この度の市長選挙について 

 

 （１）市道、県道などの官地であれば、当然、道路占用許可申請が

出されたと思うが、どうだったのか。出されていないとすれば、

どのような指導をしたのか。 

 

 （２）告示前、数台の街宣車による連呼等があったようだが、違法

ではないか。違法であれば、どのような罰則があるのか伺う。 

 

 （３）警察の指導を無視した行為については、どのような罰則があ

るのか。 

 

 

 ２ 市内無人駅の安全対策について 

 

   市内には無人駅が６つあると思う。塩沢駅は時間により駅員が

いるが、無人駅では特に夜、危険だと思われる。 

   防犯カメラが設置された駅もあるようだが、無人駅全体ではど

うか。防犯カメラより、電車の到着時間に合わせ、人員を配置し

たほうがよいと思うが、ＪＲとの協議等はどうか。進展はあった

か。 

 

 

 ３ グリストラップの汚泥処理について 

 

 （１）次年度からの汚泥処理に対する補助の考えはあるか。  

 

 （２）民業を圧迫しない程度の自前の処理施設は考えられないか。

農業集落排水施設を処理施設として有効に利用できないか。  

 

 

議 席 

１２  
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－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

 １ コロナ禍において、生活・経済支える切れ目のない対策を 

 

   コロナ禍から市民を守り抜くため、生活を守り、経済を支え、

成長を図る切れ目のない対策をスピード感を持った中で、総力を

挙げて取り組まなければならない現状と考える。そこで大切なの

は、感染拡大防止と経済活動の両立が図られるよう積極的施策を

一日も早く実行に移すことである。まさに、待ったなしの状況の

中、林市長に具体策を伺う。 

 

 （１）３密対策に対する、市独自の新型コロナウイルス感染拡大防

止対策支援金の考えは。 

 （２）新型コロナウイルス感染症が長期化する中、市独自の第２弾

「事業継続給付金」の早期実施を求めるが、考えは。 

 （３）全国的に感染拡大が進む中、市独自のプレミアム付き飲食・

宿泊券の使用期間延長の考えは。 

 （４）進路選択の大事な時期である中学３年生と高校３年生を対象

としたインフルエンザ予防接種費用の補助と、60 歳から 64 歳

の心臓や呼吸器などに疾患のある方に予防接種の助成を。 

 

 ２ 少子化対策における経済支援策について 

 

   少子化対策は、当市の重要課題の一つにほかならず、安心して

子供を産み育てられる社会を目指す必要がある。そのためにも経

済的支援策を強化することは欠かせない。そこで具体策を伺う。 

 

 （１）出産育児一時金の拡充を、新年度予算に反映すべきと考える

が、考えを伺う。 

 （２）不育症支援策の拡充推進について、どう考えているか。 

 

 ３ 当市のデジタル社会への挑戦について 

 

   新型コロナウイルス感染症の拡大は、日本に「デジタル化」の

遅れという現実を突きつけた。その中、当市はまず行政手続きな

ど、どのようにデジタル化を進めようと考えているのか。また、

庁舎の組織体制もあわせて伺う。 

議 席 

１６  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

   コロナ禍の地域経済回復に向けた 2021 年度事業・予算と行財政

運営について 

 

 （１）2021 年度一般会計当初予算は、人口減少と新型コロナウイル

ス感染症の影響で、市税等の大幅な減収が見込まれるなど歳入

の動向は不透明だ。一方、歳出では収束の見えない新型コロナ

ウイルス対策の継続と、落ち込んだ地域経済回復に向けたさら

なる財政需要が求められる。今までにない困難さがあるが、限

られた財源の中で、どう 2021 年度一般会計予算を編成するか。

その基本方針を問う。 

 

 （２）地域経済回復に向け、中小企業、小規模事業所が経済活動を

継続できる環境をつくる支援と施策をどう進めるか。 

 

 （３）コロナ禍で改めて重要性が認識される「地域循環型の経済」

をどう進めるか。 

 

 （４）コロナ禍対策の教訓で緊急時に備えた財源確保の重要性も指

摘されているが、この視点と将来の新たな財政需要に応えられ

る健全財政に向けた財政計画の見直しが必要でないか。 

 

 （５）収束の見えないコロナ禍での市民の安心安全のための事業、

予算をどう組むか。 

   ①いまだ収束しないコロナ禍、経済状況の中で生活困窮者やひ

とり親世帯への生活支援の充実が必要でないか。 

   ②コロナ禍での経済・雇用の問題、外出自粛等による人との交

流機会の減少などで孤立する不安感も重なって、全国的には

自殺者が急増している。自殺防止対策の強化をどう進めるか。 

議 席 

１４  
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－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

   再生可能エネルギーでの循環型社会への取組について 

 

   第２次南魚沼市総合計画にあるとおり、地球温暖化の防止、循

環型社会の形成、農山村の活性化に向けて、地域バイオマス資源

の総合的な利活用システムの構築は、より環境負荷が少なく、地

域内での循環が考えられる再生可能な新エネルギーへの転換を図

ることが求められている。 

   この度、当市では、11 月より、国土交通省が実施する、介護や

子育ての現場や冬期間のごみ出しの負担を軽減することを目的と

して、下水道への紙オムツ受入の実証実験を行っている。これら

の負担軽減だけでなく、当市で取り組んできた生ごみ粉砕機、デ

ィスポーザーの普及と同様に、再生可能なエネルギーへと転換で

きる可能性を秘めている。 

   加えて、豊かな自然と風土などの地域の特性を生かした雪氷冷

熱、木質バイオマス発電、太陽光、燃料電池、地下熱、小水力発

電などクリーンな新エネルギーへの様々な可能性や取組による持

続可能な循環型社会の実現に向け、市長の見解を伺う。 

 

 

議 席 

３  
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－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

 １ 新医療体制の今後について 

 

 （１）医療関係を専門に担う副市長の選任という新体制の目的と、

期待できる効果を問う。 

 

 （２）病院事業の赤字体質からの脱却は可能か。アメーバ経営の導

入後の成果はどのような形で現れているか。アメーバ経営の全

庁的展開はできないかを問う。 

 

 （３）「地域で一つの病院」と繰り返し語られてきたが、新体制への

移行を機に、機構改革を進める考えはないか。例えば、市民病

院とゆきぐに大和病院・城内診療所を一つに合体させて、それ

ぞれを市民病院の大和診療所、城内診療所という体制にできな

いかを問う。 

 

 

 ２ 人口減少対策について 

 

 （１）わが市においても、毎年人口減少が続いているが、人口減少

が当市に及ぼす具体的影響は何か。そのプラス効果とマイナス

効果についてを問う。 

 

 （２）「若者が帰ってこられる、住み続けられるふるさとに」が林市

政のテーマである。その対策の最たるものとして企業誘致が話

題にのぼるが、期待されたグローバルＩＴパークの現状と、今

後の見通しはどうかを問う。 

 

 （３）人口減少の当然の帰結として、空き家・空き地が増えること

になるが、当市の現状と対策について問う。 
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－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

   学園都市構想について 

 

 （１）学園都市構想の現状と今後の展望は。 

 

 （２）周辺の整備状況はどうなっているのか。 

 

 （３）国際大学、北里大学との官民学の連携はどうなっているのか。 

 

議 席 
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－17－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

 １ 水道料金の電気、携帯電話、固定電話、ガス料金、ネット料金

などの水道料金セット割を検討してみては 

 

   過去に産業建設委員会でも質問したことがあるが、民間では、

電気料金とガス料金をセットにすると割引されるサービスがあ

る。また、携帯電話と指定のプロバイダー契約をセット契約する

と割引されるサービスなど様々な公共料金のセット割引というも

のがある。 

   大手の通信業者などは、顧客を増やすために色々な方策をとっ

ている。通信会社などと組んで、水道料金セット割を検討してみ

てはどうか。 

 

 

 ２ 雪アピールは、様々な方法で 

 

   雪を東京に運ぶ方法もあれば、映像で見てもらう方法もある。

費用対効果は、どちらが優れていると考えているか。 

 

議 席 

２１  
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－18－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１８ 
 

   創業・起業支援について 

 

   コロナ禍により地方の良さが見直され、自ら起業し、地方に移

住する人、また希望する人が増えており、各自治体も起業家の受

入れ環境の改善に一段と力を入れている。南魚沼市でもグローバ

ルＩＴパークの設立、「南魚沼市松井人材育成基金」の創設、市の

創業支援補助金等、前向きに取り組んでいることは理解している。 

   さらに活発化するためには、利便性の高い交通環境を生かすと

ともに、豊かな自然に育まれた南魚沼産コシヒカリを代表とする

多くの南魚沼産ブランドを守り、継承するための起業や、市内外

の幅広い業種における創業・起業によって職場の開拓及び拡大が

必要である。元気で豊かな南魚沼市になるためには、「若者が起業

しやすい、したくなる」行政からの支援が必要と考える。 

   そこで以下に市長の所見を伺う。 

 

 （１）市長２期目に当たり、創業・起業支援政策の位置づけと重要

度はどのように考えているか。  

 

 （２）起業を活発化するためには、サテライトオフィスの誘致や支

援が不可欠と思うが市の具体策はどうか。  

 

 （３）高齢者の離農により、南魚沼産ブランドの維持が将来懸念さ

れる。新規就農も起業と捉えた支援が必要と思うがどうか。  
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